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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第３四半期連結
累計期間

第25期
第３四半期連結
累計期間

第24期

会計期間
自平成22年６月１日
至平成23年２月28日

自平成23年６月１日
至平成24年２月29日

自平成22年６月１日
至平成23年５月31日

売上高（千円） 3,883,804 4,324,857 5,153,471

経常利益（千円） 156,648 114,912 130,182

四半期（当期）純利益（千円） 80,070 58,455 58,044

四半期包括利益又は包括利益（千円） 79,270 66,436 66,484

純資産額（千円） 752,757 799,339 742,454

総資産額（千円） 1,907,024 1,983,621 1,603,414

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 8,379.09 6,117.16 6,074.13

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 29.8 30.3 34.0

　

回次
第24期

第３四半期連結
会計期間

第25期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年12月１日
至平成23年２月28日

自平成23年12月１日
至平成24年２月29日

１株当たり四半期純利益金額（円） 4,521.26 2,029.14

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第24期第３四半期連結累計期間、第25期

第３四半期連結累計期間及び第24期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第24期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

２【事業の内容】

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　本項における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復旧が進み、国内景気は緩やかに持ち直し

の動きが見られました。しかし、欧州財政危機やタイの洪水による影響並びに歴史的な円高等により、景気の先行

きは依然として不透明な状況であります。

この様な環境のもと、当社グループは企業と人材に対するマッチング並びにカウンセリングサービスにより、

双方のニーズに応える質の高い人材サービスと企業における業務の効率化及び企業が求める営業成果を実現す

るサービスの提供を通して、主に北海道における雇用環境の改善と企業業績の拡大に向けた業務を展開し、収益

の拡大を目指してまいりました。

　人材派遣関連事業においては、医療系の受託が伸び、売上及びセグメント利益が前年同期を上回りました。人材

派遣関連事業（関東）においては、販売系の受託が伸び、売上及びセグメント利益が前年同期を上回りました。人

材紹介事業においては、主に医療系の成約件数が減少したことにより、売上及びセグメント利益が前年同期を下

回りました。再就職支援事業においては、行政官庁からの雇用対策事業を受託することができ、売上が前年同期を

上回りました。ペイロール事業においては、新規顧客の獲得による処理件数の増加により、売上は前年同期を上回

りましたが、処理に係る原価の増加により、セグメント利益は前年同期を下回りました。その他事業（施設管理業

務等）は、施設の利用等が増加したことにより、売上及びセグメント利益が前年同期を上回りました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高4,324,857千円（前年同期比

11.4％増）、営業利益114,938千円（同27.0％減）、経常利益114,912千円（同26.6％減）、四半期純利益58,455千

円（同27.0％減）となりました。　　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　①人材派遣関連事業（人材派遣事業、メディカル事業、アウトソーシング事業）

　人材派遣関連事業のうち人材派遣事業においては、短期受注案件の積み重ねにより、売上・利益ともに前年同期を

上回ることとなりました。この結果、売上高1,019,749千円（同5.7％増）、セグメント利益120,102千円（同32.2％

増）となりました。

　メディカル事業においては、大学病院をはじめ官公立病院からの入札案件の受託並びに介護施設分野での受託も

できたことにより、売上・利益ともに前年同期を上回ることとなりました。この結果、売上高885,833千円（同

42.5％増）、セグメント利益77,527千円（同20.7％増）となりました。

　アウトソーシング事業においては、地デジ対応の販促強化が終了したこと並びに携帯通信会社からの受託が減少

したことにより、売上・利益ともに前年同期を下回ることとなりました。この結果、売上高653,486千円（同13.4％

減）、セグメント利益37,442千円（同45.7％減）となりました。

②人材派遣関連事業（関東）（株式会社セールスアウトソーシング）

　人材派遣関連事業（関東）においては、販売系の新規受託により、売上・利益ともに前年同期を上回ることとなり

ました。この結果、売上高498,900千円（同9.8％増）、セグメント利益7,317千円（前年同期はセグメント損失7,943

千円）となりました。

③人材紹介事業

　人材紹介事業においては、主に医療系の紹介事業所の参入競争により、医療関連技術者の成約件数が減少し、売上

・利益ともに前年同期を下回ることとなりました。この結果、売上高83,627千円（同4.1％減）、セグメント利益

27,490千円（同8.8％減）となりました。
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④再就職支援事業　

　再就職支援事業においては、民間企業の雇用調整に係る再就職支援業務は減少したものの、行政官庁からの雇用対

策事業の受託により、売上は前年同期を上回ることができました。この結果、売上高733,910千円（同23.0％増）、セ

グメント利益95,662千円（同27.3％減）となりました。

　⑤ペイロール事業

　ペイロール事業においては、新規顧客の獲得による処理件数の増加により、売上は前年同期を上回りましたが、処

理に係る原価の増加により、セグメント損失を計上することとなりました。この結果、売上高385,344千円（同

12.6％増）、セグメント損失8,874千円（前年同期はセグメント利益10,526千円）となりました。

⑥その他（施設管理業務等）

　平成22年４月に札幌市から受託している公共施設の運営管理業務は、施設の利用料等が増加したことにより、売上

・利益ともに前年同期を上回ることとなりました。この結果、売上高64,004千円（同3.2％増）、セグメント利益

2,978千円（前年同期はセグメント損失3,068千円）となりました。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,800

計 32,800

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年４月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,556 9,556札幌証券取引所
当社は単元株制度は採

用しておりません。 

計 9,556 9,556 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成24年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成23年12月１日～

平成24年２月29日
－ 9,556 － 242,181 － 49,181

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,556 9,556 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 9,556 － －

総株主の議決権 － 9,556 －

 

②【自己株式等】

 平成24年２月29日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年12月１日から平成

24年２月29日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年６月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 893,948 735,096

売掛金 514,047 1,018,015

その他 28,047 37,969

貸倒引当金 △2,020 △4,754

流動資産合計 1,434,023 1,786,326

固定資産

有形固定資産 23,427 34,062

無形固定資産 14,502 17,164

投資その他の資産 131,460 146,067

固定資産合計 169,390 197,294

資産合計 1,603,414 1,983,621

負債の部

流動負債

買掛金 77,826 79,121

短期借入金 － 500,000

1年内返済予定の長期借入金 144,380 89,378

未払費用 266,974 300,561

未払法人税等 54,698 16,814

未払消費税等 47,601 53,038

その他 129,264 63,200

流動負債合計 720,745 1,102,113

固定負債

長期借入金 136,581 75,792

その他 3,633 6,375

固定負債合計 140,214 82,167

負債合計 860,960 1,184,281

純資産の部

株主資本

資本金 242,181 242,181

資本剰余金 49,181 49,181

利益剰余金 251,595 301,451

株主資本合計 542,958 592,813

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,042 8,820

その他の包括利益累計額合計 2,042 8,820

新株予約権 1,205 3,918

少数株主持分 196,247 193,787

純資産合計 742,454 799,339

負債純資産合計 1,603,414 1,983,621
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成23年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

売上高 3,883,804 4,324,857

売上原価 3,040,747 3,524,124

売上総利益 843,056 800,732

販売費及び一般管理費 685,670 685,794

営業利益 157,385 114,938

営業外収益

受取賃貸料 20,040 16,415

その他 4,953 5,960

営業外収益合計 24,994 22,376

営業外費用

支払利息 5,691 4,311

賃貸費用 20,040 16,415

その他 － 1,674

営業外費用合計 25,732 22,401

経常利益 156,648 114,912

特別損失

投資有価証券売却損 － 8,138

訴訟関連損失 1,655 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,685 －

その他 604 －

特別損失合計 4,945 8,138

税金等調整前四半期純利益 151,702 106,773

法人税等 74,680 47,115

少数株主損益調整前四半期純利益 77,022 59,658

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3,048 1,202

四半期純利益 80,070 58,455
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成23年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

少数株主損益調整前四半期純利益 77,022 59,658

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,248 6,778

その他の包括利益合計 2,248 6,778

四半期包括利益 79,270 66,436

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 81,483 64,573

少数株主に係る四半期包括利益 △2,212 1,863
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

　減価償却費 11,582千円　 11,494千円　

　のれんの償却額 1,506　 132　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年６月１日　至　平成23年２月28日）

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当金（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年８月26日

定時株主総会
普通株式 7,644 800平成22年５月31日平成22年８月27日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成24年２月29日）

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当金（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年８月29日

定時株主総会
普通株式 8,600 900平成23年５月31日平成23年８月30日利益剰余金

　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年６月１日　至　平成23年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

 

報告セグメント

その他

(注)１　
合計

調整額

(注)２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注)３　

人材派遣

関連事業

人材派遣

関連事業

（関東）

人材紹介

事業

再就職支

援事業

ペイロー

ル事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
2,341,400454,25287,193596,811342,1383,821,79662,0083,883,804－ 3,883,804

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

7,733 － 482 － 8,473 16,689 － 16,689(16,689) －

計 2,349,133454,25287,676596,811350,6113,838,48662,0083,900,494(16,689)3,883,804

セグメント利益又

は損失（△）
224,026△7,94330,136131,66710,526388,413△3,068385,345(227,959)   157,385

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，指定管理者制度に係る

施設管理等を含んでおります。

      ２．調整額は次のとおりであります。

　 前第３四半期連結累計期間

　セグメント間取引消去 12千円　

　のれんの償却額 △1,506　

　全社費用　※ △226,465　

合計 △227,959　

　　  　※ 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　　　　　

　　３．セグメント利益は四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　　
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成24年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

 

報告セグメント

その他

(注)１　
合計

調整額

(注)２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注)３　

人材派遣

関連事業

人材派遣

関連事業

（関東）

人材紹介

事業

再就職支

援事業

ペイロー

ル事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
2,559,069498,90083,627733,910385,3444,260,85264,0044,324,857－ 4,324,857

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

26,646 149 680 － 9,346 36,823 － 36,823(36,823) －

計 2,585,716499,05084,307733,910394,6904,297,67664,0044,361,680(36,823)4,324,857

セグメント利益又

は損失（△）
235,0727,31727,49095,662△8,874356,6692,978359,647(244,709)114,938

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，指定管理者制度に係る

施設管理等を含んでおります。

      ２．調整額は次のとおりであります。

　 当第３四半期連結累計期間

　セグメント間取引消去 299千円　

　のれんの償却額 △132

　全社費用　※ △244,876

合計 △244,709　

　　  　※ 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　　　　　

　　３．セグメント利益は四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成23年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

　１株当たり四半期純利益金額 8,379円9銭 6,117円16銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 80,070 58,455

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 80,070 58,455

普通株式の期中平均株式数（株） 9,556 9,556

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　－

　

　

　

　－

　

　

　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記

載しておりません。　　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年４月11日

キャリアバンク株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 香川　　　順　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五十嵐　康彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているキャリアバンク株

式会社の平成23年６月１日から平成24年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年12月１日か

ら平成24年２月29日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年６月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、キャリアバンク株式会社及び連結子会社の平成24年２月29日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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